
令和 2年度 事 業 報 告 

Ⅰ．事 務 報 告 

１．会 議 

（１）理事会 

① 第１回：令和 2年 5月 12日に開催すべく準備を進めていたが、新型コロナウイルス

感染症拡大防止対策により、各理事・監事に書面による決議に切り替える旨の同意ま

たは異議なしを得て会議は中止とし、定款第 38条の規定に基づき、下記議案が書面

により決議された。（決議があったとみなされた日：令和 2年 5月 19日）

第１号議案  令和元年度事業報告に関する件 

第２号議案  令和元年度収支決算報告に関する件 

第３号議案  育英費支給者に関する件 

第４号議案  令和 2年度定時評議員会開催に関する件 

報告事項 ・令和 2年度就農希望者への奨学金受給申請の受け付けの状況

・植物防疫に関する学術・技術の交流に関する援助申請の受け付

けの状況 

・第 35回報農会シンポジウムの準備の状況

・理事長の職務の執行の状況

② 臨 時：定款第 38条の規定に基づき、下記議案が書面により決議された。（決議があ

ったとみなされた日：令和 2年 6月 5日）

議 案  シンポジウム及び功績者表彰式・祝賀会の開催等に関する件

③ 臨 時：定款第 38条の規定に基づき、下記議案が書面により決議された。（決議があ

ったとみなされた日：令和 2年 11月 6日）

議 案  専門委員会委員の選任に関する件 

④ 臨 時：令和 2年 12 月 15日、小平市花小金井南町 1-12-11、公益財団法人報農会事

務所におけるオンライン会議により、報告及び意見交換を行った。

議 題  1）理事長の職務執行状況の報告について 

2）令和 3年度シンポジウム及び功績者表彰式・祝賀会の開催について 

⑤ 第２回：令和 3 年 3 月 9 日、小平市花小金井南町 1-12-11、公益財団法人報農会事務

所におけるオンライン会議により、下記議案が決議された。

第１号議案  令和 3年度事業計画に関する件 

第２号議案  令和 3年度収支予算に関する件 

第３号議案  役員報酬に関する件 

第４号議案  第 36回功績者表彰に関する件 

報告事項 ・第 36回報農会シンポジウムの準備の状況

・理事長の職務の執行の状況



（２）評議員会 

定 時：令和 2年 5月 19日付け書面決議による第１回理事会において会議の中止を

決定し、定款第 22条の規定に基づき書面による決議が行われた。（評議員

会の決議があったとみなされた日：令和 2年 6月 8日） 

       第１号議案  令和元年度事業報告に関する件 

      第２号議案  令和元年度収支決算報告に関する件 

      第３号議案  評議員の選任に関する件 

      報告事項   ・第 35回功績者表彰の選考の状況 

             ・令和 2年度育英費受給申請の受け付けの状況 

・令和 2年度就農希望者への奨学金受給申請の受け付けの状況 

・植物防疫に関する学術・技術の交流に関する援助申請の受け付

けの状況 

・第 35回報農会シンポジウムの準備の状況 

 （３）監査会 

    令和 2 年 4 月 17 日、小平市花小金井南町 1-12-11、公益財団法人報農会事務所にお

いて令和元年度事業並びに収支決算について監査を受けた。 

２．役 員 

   令和 3年 3月 31日現在の役員及び評議員は、別紙役員及び評議員等名簿のとおりであ

る。 

 

Ⅱ．事 業 報 告 

 １．植物防疫に関する学術・技術分野における専門家の育成 

（１）育英費の支給 

    次の 4名の大学院生に対しそれぞれ年額 36万円の育英費を支給した。 

○富田 駿（東京農業大学大学院農学研究科博士後期課程・指導教員：横田 健治） 

研究テーマ『きのこを腐敗させる毒素 tolaasinに対するMicrobacterium foliorum 

NBRC 103072Tによる解毒機構』  

○早野 敬大（岐阜大学大学院自然科学技術研究科修士課程・指導教員：景山 幸二） 

       研究テーマ『河川に生息する植物病原性卵菌類の分布に関する研究』 

   ○内藤 圭吾（鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科博士前期課程・指導教員：上

中 弘典） 

    研究テーマ『植物の病害抵抗性を誘導する新素材キチンナノファイバーの作用機構の

解明』 

   〇岡本 雄太（宮崎大学大学院農学研究科修士課程・指導教員：安達 鉄矢） 

    研究テーマ『土着天敵タバコカスミカメの生活史の研究』 

 （２）就農希望者への奨学金の贈呈 

    次の 4名の農業大学校在学生に対し優秀賞は 10万円、奨励賞は 5万円の奨学金と賞

状をそれぞれ贈呈した。 



優秀賞 

〇窪田 宗祐（高知県立農業大学校・指導教員：谷岡 英明） 

研究テーマ『‘あきづき’梨への環状剥皮及び植物調整剤の使用によるコルク状果

肉障害の軽減対策の検討』 

奨励賞（以下 3名） 

〇工藤 蒼史（青森県営農大学校・指導教員：木下 均） 

 研究テーマ『だいこん栽培におけるキスジノミハムシの効率的な防除作業の検討』 

〇深澤 嘉宣（栃木県農業大学校・指導教員：鷲尾 一広） 

研究テーマ『なし「豊水」における玄米アミノ酸微生物農法が病害虫の発生や果実品

質に及ぼす影響』 

〇槌田 暁士（熊本県立農業大学校・指導教員：竹下佐和子） 

研究テーマ『病害抵抗性を有する冬春トマトの品種比較』 

２．植物防疫に関する学術・技術の交流 

 関係学会等に対する援助：次の 1 名に会議開催経費の一部として 10 万円を援助し

た。 

〇高梨 琢磨（国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所）：第 7回生

物音響学会年次研究発表会（令和 2年 12月 4日、日本・オンライン会議）  

３．植物防疫の発展に寄与した功績者の表彰 

 （１）第 35回功労賞の贈呈 

  令和 2 年 9 月 24 日に「北とぴあ」天覧の間で予定していた表彰式は、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大防止等により中止となったため、里見 健男、瀨﨑 滋雄、中田 榮一郎、

那波 邦彦、橋本 光司の 5氏には功労賞（賞状、正賞、副賞）を郵送した。 

（２）第 36回功労賞受賞者の選考 

     令和 3 年 2 月 2 日開催の功績者表彰候補推薦委員会において、次の候補者 3 名を選

考した。 

     浅利 覚、 冨川 章、 中須賀孝正 

 ４．植物防疫に関する第 35回公開シンポジウムの開催 

   『植物保護ハイビジョン－2020』 “国際植物防疫年 2020 に明日の可能性を探る〈新

たな試みでさし迫る難題に挑む〉”をテーマとして、以下の 5課題で 9月 24日に「北と

ぴあ」つつじホールで開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止等

により中止となった。 

〇国際植物防疫年及び植物検疫の現状と課題   農林水産省植物防疫課 重見 鉄平 

〇埼玉県の鳥獣害の実態と対策について  埼玉県農業技術研究センター 湯村 英明 

〇AIを活用した病害虫の画像診断    農研機構農業情報研究センター 竹谷   勝 

〇温暖化に対応した山形県庄内地方におけるカンキツ適応性試験の取組み 

    山形県庄内総合支庁農業技術普及課 安孫子裕樹 

〇雑草を活かして雑草を防ぐ有機稲作         舘野かえる農場 舘野 廣幸 



 

 

 

 

公益財団法人 報 農 会 

役 員 及 び 評 議 員 等 名 簿 

 

 

令和 3年 3月 31日現在 

 

 

   理 事 長  田 付 貞 洋              評 議 員  大 澤 貫 寿 

   理  事  中 村 幸 二                   〃    阪 本   剛 

     〃    藤 田 肖 子          〃    館 野 洋一郎 

       〃    堀 江 博 道                   〃       寺 岡   徹 

監  事  上 山 功 夫          〃    早 川 泰 弘 

    〃    大 森   茂          〃    原 田 孝 則 

顧  問  岩 本   毅          〃    與 語 靖 洋  

     〃    永 田   徹       （五十音順） 

   

事務局長   小 畠 恒 夫 

 

 



（単位：円）

Ⅰ　資産の部

　　１．流動資産

　　　　　　　現金預金 799,780 804,590 △ 4,810

　　　　　　　仮払金 14,766 15,543 △ 777

　　　　　　　前払金 53,900 52,920 980

　　　　流動資産合計 868,446 873,053 △ 4,607

　　２．固定資産

　　　（１）基本財産

　　　　　　　投資有価証券 76,000,000 81,000,000 △ 5,000,000

　　　　　　　定期預金 8,180,000 5,380,000 2,800,000

　　　　　 基本財産合計 84,180,000 86,380,000 △ 2,200,000

　　　（2）特定資産

　　　　　　　退職給付引当資産　 1,740,000 1,460,000 280,000

　　　　　 特定資産合計 1,740,000 1,460,000 280,000

　　　　固定資産合計 85,920,000 87,840,000 △ 1,920,000

　　　　資産合計 86,788,446 88,713,053 △ 1,924,607

Ⅱ　負債の部

    １．流動負債

              預り金 33,800 33,800 0

        流動負債合計 33,800 33,800 0

    ２．固定負債

              退職給付引当金　　 1,740,000 1,460,000 280,000

        固定負債合計 1,740,000 1,460,000 280,000

        負債合計 1,773,800 1,493,800 280,000

Ⅲ　正味財産の部

　　１．指定正味財産 84,180,000 86,380,000 △ 2,200,000

　　　　　（うち基本財産への充当分） (84,180,000) (86,380,000) (△2,200,000)

　　　　　（うち特定資産への充当分） (0) (0) (0)

　　２．一般正味財産 834,646 839,253 △ 4,607

　　　　　（うち特定資産への充当分） (0) (0) (0)

　　正味財産合計 85,014,646 87,219,253 △ 2,204,607

　　負債及び正味財産合計 86,788,446 88,713,053 △ 1,924,607

令和２年度　収　支　決　算　報　告

貸　　借　　対　　照　　表
令和3年3月31日現在

増　　　減科　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度



（単位：円）

科　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

    １．経常増減の部

      （１）経常収益

　　　　　①基本財産運用益

　　　　　　　　基本財産受取利息 884,890 721,168 163,722

　　　　　②特定資産運用益

　　　　　　　　特定資産受取利息 146 214 △ 68

　　　　　③事業収益

　　　　　　　　受取参加費 0 257,000 △ 257,000

　　　　　④受取寄付金

　　　　　　　　受取寄付金 4,150,000 4,308,000 △ 158,000

　　　　　⑤雑収益

　　　　　　　　受取利息 23 35 △ 12

　　　　　⑥指定正味財産からの振替額 2,200,000 4,320,000 △ 2,120,000

　　　　　経常収益計 7,235,059 9,606,417 △ 2,371,358

     （２）経常費用

          ①事業費

　　　　　　　　育成費 1,690,000 2,050,000 △ 360,000

　　　　　　　　援助費 100,000 300,000 △ 200,000

　　　　　　　　表彰費 603,675 886,336 △ 282,661

　　　　　　　　講演会費 0 821,748 △ 821,748

　　　　　　　　会場費 0 149,600 △ 149,600

　　　　　　　　役員報酬 186,400 458,740 △ 272,340

　　　　　　　　給料手当 2,484,040 2,376,388 107,652

　　　　　　　　退職給付費用 238,000 238,000 0

　　　　　　　　福利厚生費 12,600 14,137 △ 1,537

　　　　　　　　会議費 9,834 170,512 △ 160,678

　　　　　　　　旅費交通費 241,366 393,854 △ 152,488

　　　　　　　　通信運搬費 142,371 141,400 971

　　　　　　　　消耗什器備品費 4,091 0 4,091

　　　　　　　　消耗品費 61,571 65,852 △ 4,281

　　　　　　　　賃借料 543,949 539,784 4,165

　　　　　　　　雑費 2,640 2,406 234

　　　　　　 事業費計 6,320,537 8,608,757 △ 2,288,220

          ②管理費

　　　　　　　　役員報酬 186,400 234,460 △ 48,060

　　　　　　　　給料手当 438,360 419,362 18,998

　　　　　　　　退職給付費用 42,000 42,000 0

令和2年4月１日から令和3年3月31日まで

正 味 財 産 増 減 計 算 書 



（単位：円）

科　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減

　　　　　　　　福利厚生費 2,224 2,495 △ 271

　　　　　　　　会議費 14,834 93,893 △ 79,059

　　　　　　　　旅費交通費 42,594 56,456 △ 13,862

　　　　　　　　通信運搬費 25,124 24,952 172

　　　　　　　　消耗什器備品費 5,000 0 5,000

　　　　　　　　消耗品費 10,865 11,621 △ 756

　　　　　　　　賃借料 95,991 95,256 735

　　　　　　　　雑費 55,737 35,430 20,307

　　　　　　 管理費計 919,129 1,015,925 △ 96,796

　　　　　経常費用計 7,239,666 9,624,682 △ 2,385,016

　　　　　　当期経常増減額 △ 4,607 △ 18,265 13,658

   ２．経常外増減の部

     （１）経常外収益

　　　　　経常外収益計 0 0 0

     （２）経常外費用

　　　　　経常外費用計 0 0 0

　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 4,607 △ 18,265 13,658

　　　　　　一般正味財産期首残高 839,253 857,518 △ 18,265

　　　　　　一般正味財産期末残高 834,646 839,253 △ 4,607

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　　　　一般正味財産への振替額 △ 2,200,000 △ 4,320,000 2,120,000

　　　　　  当期指定正味財産増減額 △ 2,200,000 △ 4,320,000 2,120,000

　　　　　　指定正味財産期首残高 86,380,000 90,700,000 △ 4,320,000

　　　　　　指定正味財産期末残高 84,180,000 86,380,000 △ 2,200,000

Ⅲ　正味財産期末残高 85,014,646 87,219,253 △ 2,204,607



（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　額

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として管理している。 257,075

預金 普通預金 運転資金として管理している。

　　みずほ銀行小金井支店 172,905

　　三井住友銀行花小金井支店 369,800

仮払金 労働保険事務組合 令和3年度概算労働保険料 14,766

前払金 家主への前払い額 公益目的事業及び管理業務に使 53,900

用している事務所の4月分賃借料

流動資産合計 868,446

（固定資産）

基本財産 投資有価証券 第84回利付国債他10銘柄 運用益を公益目的事業及び管理 76,000,000

業務に使用している。

(共用財産　比率：公87％、管13％)

預金 定期預金 運用益を公益目的事業及び管理

　　三井住友銀行花小金井支店 業務に使用している。 8,180,000

(共用財産　比率：公87％、管13％)

特定資産 退職給付引当資産 定期預金 職員の退職給付引当金見合いの

　　みずほ銀行小金井支店 引当資産として管理している。 300,000

　　三井住友銀行花小金井支店 1,440,000

固定資産合計 85,920,000

　資産合計 86,788,446

（流動負債） 預り金 源泉所得税 所得税の支払い預かり分 33,800

流動負債合計 33,800

（固定負債）  退職給付引当金 職員に対するもの 職員に対する退職金の支払いに 1,740,000

備えたもの

固定負債合計 1,740,000

　負債合計 1,773,800

　正味財産 85,014,646

令和3年3月31日現在

財　　　産　　　目　　　録

貸借対照表科目




